
内
閣
衆
質
一
六
三
第
五
号

平
成
十
七
年
十
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
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菅
�
人
君
提
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民
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納
付
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扱
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
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を
送
付
す
る
。

平
成
十
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弁
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五
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衆
議
院
議
員
菅
�
人
君
提
出
国
民
年
金
納
付
の
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
被
保

険
者
（
以
下
「
第
一
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
定
め
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

に
よ
り
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
資
格
の
喪
失
に
係
る
事
実
と
異
な
る
届
出
、
納
付
さ
れ
た
保
険
料
の
還
付
、
社
会
保
険
庁
に

お
け
る
資
格
喪
失
の
記
録
の
作
成
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
法
律
上
、
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
が
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
九
十
一
条
に
基
づ
き
、
第
一
号
被
保
険
者
は
各
月
の
保
険
料
を
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
号
被
保
険
者
が
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
の
消
滅
時
効
の
起
算
日
に
つ
い
て
は
、
会
計

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

百
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
進
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
御
指
摘
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
法
第
九
十
一
条
に
定
め
る
保
険
料
の
納
期
限
（
以
下
「
納
期
限
」
と
い
う
。
）
の
翌
日
が
、
時
効
の

起
算
日
と
な
る
。

一



二
に
つ
い
て

保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
法
第
百
二
条
第
三
項
に
お
い
て
、
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て

消
滅
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
会
計
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
時
効
に
つ
い
て
、
そ
の
援
用
を
要
せ
ず
、

ま
た
、
そ
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
既
に

納
期
限
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
納
付
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
納
付
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
が
、
誤
っ
た
処
理
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
保
険

料
の
納
付
は
受
け
な
い
。

二


